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平成 ２6 年7 月三富新田世界農業遺産へ　いさお後援会

ピカいち‼のまちづくり
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６
月
27
日
、
三
富
新
田
世
界
農
業
遺
産
推
進

協
議
会
が
農
業
関
係
団
体
は
じ
め
関
係
者
参
加

の
も
と
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
か
ら
続

く
三
富
新
田
の
平
地
林
を
利
用
し
た
循
環
型
農

業
を
後
世
に
継
承
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

世
界
農
業
遺
産
は
、
国
連
食
糧
農

業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
が
認
定

す
る
世
界
的
に
重
要
な
農
業
シ
ス
テ

ム
で
す
。
近
代
化
が
進
む
中
で
環
境

悪
化
、
人
口
増
加
の
影
響
で
衰
退
し

つ
つ
あ
る
伝
統
的
な
農
法
、
及
び
そ

れ
に
伴
う
文
化
、
景
観
、
生
物
多
様

性
を
保
全
し
後
世
に
継
承
し
よ
う
と

２
０
０
２
年
に
創
設
さ
れ
た
シ
ス
テ

ム
で
す
。

　

三
富
新
田
は
江
戸
元
禄
期
に
川
越

藩
主
柳
沢
吉
保
に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ

た
三
新
田
（
三
芳
町
上
富
、
所
沢
市

中
富
、
下
富
）
の
総
称
で
す
。
平
地

林
と
呼
ば
れ
る
雑
木
林
や
屋
敷
林
、

畑
か
ら
な
り
、
雑
木
林
の
落
ち
葉
を

堆
肥
に
し
て
利
用
す
る
循
環
型
農
業

が
３
０
０
年
以
上
継
続
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

三
富
新
田
は
、
小
学
校
の
教
科
書

に
掲
載
さ
れ
る
な
ど
有
識
者
に
は
高

い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
設

立
会
議
で
は
、
国
連
大
学
の
永
田
明

氏
、
農
水
省
関
東
農
政
局
資
源
課
長

神
川
浩
一
氏
、
東
京
農
業
大
学
進
士

五
十
八
名
誉
教
授
か
ら
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
進
士
先
生
は
、「
自
然

保
護
の
仕
事
で
た
ま
た
ま
訪
れ
た
三

富
新
田
で
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
に
感

銘
を
受
け
て
40
年
が
経
っ
た
。
東
京

か
ら
30
㌔
圏
に
現
存
す
る
農
法
は
世

界
に
誇
る
農
村
計
画
と
言
え
る
。
農

業
遺
産
認
定
は
手
段
で
あ
り
、
大
事

な
の
は
故
郷
を
大
事
に
思
う
意
識
を

住
民
が
共
有
す
る
こ
と
」
と
エ
ー
ル

を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

●
今
後
の
認
定
ま
で
の
流
れ

　

・
６
月
27
日
設
立
会
議

　

・
７
月
末
ま
で
に
農
林
水
産
省
に

　
　

申
請
書
提
出

　

・
８
月
23
日
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　

・
９
月
～
10
月
国
内
選
考

　

・
10
月
20
日
国
内
選
考
決
定

　

・
・
・
国
内
選
考
に
残
れ
ば

　

・
12
月
農
水
省
、
国
連
食
糧
農
業

　
　

機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
に
申
請
書
提
出

　

・
27
年
１
月
～
３
月
Ｆ
Ａ
Ｏ
視
察

　

・
27
年
５
月
～
６
月
国
際
会
議
に

　
　

て
認
定　

　

農
業
の
振
興
、
地
域
の
活
性
化
、

そ
し
て
愛
す
る
故
郷
の
た
め
に
、
認

定
に
向
け
て
関
係
者
の
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

三富新田世界農業遺産推進協議会設立総会（６月２７日）

林いさお後援会事務所
電話　０４９－２５９－２２２８
〒 ３５４－００４５ 三芳町上富１００３

★
『
絵
本
の
里
』
剣
淵
町
訪
問

　
埼
玉
県
町
村
会
の
研
修
視
察
で
北
海
道

剣
淵
町
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

剣
淵
町
は
、
明
治
32
年
に
屯
田
兵
に

よ
っ
て
拓
か
れ
た
、
豊
か
な
自
然
と
素
晴

ら
し
い
沃
野
が
広
が
る
純
農
村
の
町
で

す
。

　
昭
和
63
年
、
ま
ち
の
若
者
た
ち
が
「
け

ん
ぶ
ち
絵
本
の
里
を
創
ろ
う
会
」を
結
成
、

絵
本
を
題
材
に
ま
ち
づ
く
り
を
始
め
ま
し

た
。
そ
の
取
り
組
み
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
が
、

マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
、「
絵
本
の

里
け
ん
ぶ
ち
」
と
し
て
そ
の
名
が
全
国
に

広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
平
成
16
年
に
、
新
し
く
オ
ー
プ
ン
し
た

「
絵
本
の
館
」
が
、
絵
本
の
里
づ
く
り
活

動
の
拠
点
施
設
で
、
こ
こ
に
は
、
世
界
中

の
絵
本
、
約
４
万
５
０
０
０
冊
が
収
蔵
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た「
絵
本
の
館
」で
は
、

絵
本
原
画
展
、
読
み
聞
か
せ
、
絵
本
づ
く

り
、親
子
教
室
な
ど
様
々
な
活
動
の
ほ
か
、

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
絵
本
の
里
大

賞
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
前
年

度
に
全
国
で
出
版
さ
れ
た
絵
本
を
対
象
に

し
て
、
絵
本
作
家
や
出
版
社
か
ら
応
募
の

あ
っ
た
絵
本
を「
絵
本
の
館
」に
展
示
し
、

来
館
し
た
人
た
ち
の
投
票
に
よ
り
大
賞
候

補
の
絵
本
を
選
ぶ
も
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
、
映
画
「
じ
ん

じ
ん
」
と
な
り
、
ス
ロ
ー
シ
ネ
マ
方
式
で

全
国
で
上
映
さ
れ
て
い
ま
す
。当
町
で
も
、

映
画「
じ
ん
じ
ん
」を
実
行
委
員
会
に
よ
っ

て
上
映
す
る
予
定
で
す
。

◆
編
集
後
記
◆

　

世
界
各
地
の
先
住
民
族
の
教
え
に
は
、

素
晴
ら
し
い
教
え
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ア

メ
リ
カ
イ
ン
デ
ｲ
ア
ン
の
イ
ロ
コ
イ
族
で

は
、
物
事
を
実
行
し
よ
う
と
す
る
時
に
７

世
代
先
の
子
孫
の
こ
と
を
考
え
て
決
定
す

る
そ
う
で
す
。
７
世
代
と
い
え
ば
、
お
よ

そ
２
０
０
年
。
そ
の
子
孫
に
ど
の
よ
う
な

影
響
が
及
ぶ
か
考
え
て
、
現
在
の
行
動
を

決
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
◆
三
富
新
田

が
開
拓
さ
れ
て
３
２
０
年
。
今
私
た
ち
は

先
人
た
ち
の
知
恵
と
汗
の
恩
恵
に
よ
っ
て

生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
代
人

は
、
子
孫
の
財
産
を
先
食
い
し
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。◆
藻
谷
浩
介
氏
の『
里

山
資
本
主
義
』が
話
題
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

マ
ネ
ー
資
本
主
義
と
里
山
資
本
主
義
。
経

済
、
人
口
共
に
右
肩
上
が
り
の
時
代
は
終

わ
り
、
私
た
ち
は
真
に
豊
か
な
持
続
可
能

絵本の館の「たまごの部屋」（７月７日）

ドームの部屋に置かれた「木の砂場」には
１０万個の木の玉が入っています。

な
社
会
を
目
指
し
て
歩

ん
で
い
く
時
を
迎
え
て

い
ま
す
。
◆
『
幸
せ
に

生
き
る
』
と
は
ど
う
い

う
こ
と
な
の
か
。
三
芳

に
は
、
ま
だ
多
く
の
里

山
が
残
っ
て
い
ま
す
。

イ
ロ
コ
イ
族
の
教
え
に

学
ぶ
時
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
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フォト通信

③中学生海外派遣団結団式（６月２５日）

④消防団ポンプ車操法大会（７月６日）

まちづくり懇話会

★
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
開
催

今
年
も
住
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
町
の

政
策
形
成
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の

「
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
は
、
住
民
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
町
が
抱
え
て
い

る
テ
ー
マ
に
関
し
意
見
交
換
を
し
、
今
後

の
町
政
運
営
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
が
目

的
で
す
。
６
月
15
、
22
、
28
、
29
日
の
４

日
間
に
わ
た
り
、
14
行
政
連
絡
区
の
各
集

会
所
で
総
勢
５
０
０
人
近
い
住
民
の
皆
さ

ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
懇
話
会
の
内
容
は
、
①
現
在
の
町
の
主

要
な
テ
ー
マ
や
施
策
に
つ
い
て
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
で
説
明
、
②
事
前
に
各
区
か
ら
い

た
だ
い
た
質
問
へ
の
回
答
、
③
自
由
な
意

見
交
換
、
と
い
う
３
部
構
成
で
実
施
し
ま

し
た
。

　
◆
今
年
の
主
要
テ
ー
マ

　

①
第
５
次
総
合
計
画
策
定
に
参
加
を

　
総
合
計
画
は
、
将
来
三
芳
町
を
ど
の
よ

う
に
し
て
い
く
の
か
を
総
合
的
・
体
系
的

に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
現
在
、
第
４
次

総
合
振
興
計
画
（
平
成
18
年
～
27
年
）
の

中
で
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
平
成
28
年
度
か
ら
第
５
次
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
と
三
芳
町
の

将
来
像
を
共
有
し
、
来
年
度
の
12
月
議
会

上
程
に
向
け
様
々
な
意
見
交
換
の
機
会
を

設
け
ま
す
の
で
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

②
秋
か
ら
デ
マ
ン
ド
交
通
試
行
運
転

　
平
成
22
年
度
の
住
民
意
識
調
査
で
、「
町

に
住
み
た
く
な
い
理
由
」の
第
１
位
が「
交

通
が
不
便
」
と
い
う
結
果
で
し
た
。
町
で

は
23
年
度
に
政
策
研
究
所
を
設
置
し
、
３

年
間
調
査
研
究
し
て
き
ま
し
た
。
い
よ
い

よ
９
月
～
11
月
の
間
、
新
し
い
公
共
交
通

の
試
行
運
転
を
実
施
し
、
27
年
度
本
格
導

入
の
予
定
で
す
。
新
し
い
公
共
交
通
は
、

デ
マ
ン
ド
交
通
（
事
前
登
録
、
予
約
制
で

玄
関
か
ら
病
院
、
商
店
、
公
共
施
設
な
ど

の
共
通
乗
降
場
へ
運
行
）
で
す
。
多
く
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
本
格
導
入
に
活
か
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
是
非

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　　

③
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
フ
ル
化
に
つ
い
て

　
現
在
、
関
越
自
動
車
道
三
芳
Ｐ
Ａ
は
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が
新
潟
方
面
の
み
利
用
可
能

と
い
う
ハ
ー
フ
運
用
で
す
。
多
く
の
方
々

か
ら
東
京
方
面
の
利
用
も
で
き
る
よ
う
に

と
の
声
も
あ
り
、
フ
ル
化
に
向
け
て
の
事

業
概
要
、必
要
性
、整
備
効
果
、ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
住
民
意
識
調
査
の
結
果
、
課
題

と
対
策
等
に
つ
い
て
説
明
し
、
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
は
利

便
性
の
向
上
は
も
と
よ
り
地
域
の
活
性

化
、
災
害
時
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割

も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
関
係
機

関
と
の
協
議
を
進
め
、
交
通
安
全
面
や
道

路
整
備
の
具
体
的
な
計
画
を
策
定
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　
※
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

三
芳
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
広
報
み
よ
し
で

ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
各
事

業
に
つ
い
て
は
随
時
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

②キャラクタートレイン（７月）

エコパ（余熱利用施設）オープニングセレモニー

　
三
芳
町
は
、
ご
み
処
理
を
ふ
じ
み
野
市

と
共
同
で
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
ふ
じ

み
野
市
・
三
芳
町
環
境
セ
ン
タ
ー
新
設
事

業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。（
場
所
・
ふ

じ
み
野
市
）

　
供
用
開
始
は
平
成
28
年
で
す
が
、
エ
コ

パ
（
余
熱
利
用
施
設
）
は
、
そ
れ
に
先
立

ち
６
月
17
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
大

広
間
、
和
室
、
多
目
的
室
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

サ
ウ
ナ
、健
康
浴
槽
プ
ー
ル
な
ど
も
あ
り
、

町
内
循
環
バ
ス
に
よ
っ
て
送
迎
も
行
っ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽

し
め
る
施
設
で
す
。
多
く
の
方
々
に
ご
利

用
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

★
エ
コ
パ
オ
ー
プ
ン

③中学生海外派遣団結団式
中学生海外派遣団結団式が開催されました。今年でマ
レーシアへの海外派遣は３年目になります。この２年
間、参加された皆さんは大きく成長し逞しくなって帰っ
てきました。今年も 15 名の生徒が参加します。８月 2
日～８日まで。出会いを大切に、良き思い出をたくさ
ん作ってきて欲しいと思います。また、９月にはマレー
シアからの親善訪問団を受け入れます。

④入間東部地区消防団ポンプ車操法大会
入間東部地区消防団ポンプ車操法大会が開催されまし
た。二市一町から１７隊が参加し、優勝三芳第四分団、
準優勝三芳第一分団、3 位三芳第三分団、敢闘賞三芳
第二分団でした。平時は、 普通の住民の皆さんと同
じように様々の仕事をし「いざ火災！！」の時には 
深夜であっても火災現場に駆けつけ消火活動にあた
り、住民の皆さんの生命、身体、財産を守っていた
だいています。通常は定期的に防火キャンペーン、 
予防広報も行っています。

①国土交通大臣に要望書提出
現在、関越自動車道三芳ＰＡはスマートＩＣが新潟方
面のみ利用可能というハーフ運用です。多くの方々か
ら東京方面の利用もできるようにとの声もあり、フル
化に向けて太田国土交通大臣に要望書を提出しました。
利便性の向上はもとより地域の活性化、災害時の防災
拠点としての役割も求められています。
町内の企業や市民団体を中心としたスマートＩＣフ
ル化等促進会議でも実現に向けた署名活動を展開し、
２６，３３５名の署名が集まり併せて提出しました。

②キャラクタートレイン
東武鉄道では、東武東上線が 2014 年 5 月 1 日 ( 木 ) に
開業 100 周年を迎 えたことを記念し、東上線沿線で愛
される、沿線自治体の各キャラクターを車体にラッピ
ングした「キャ ラクタートレイン」を 2014 年 7 月 1
日 ( 火 ) から 2015 年 3 月 31 日 ( 火 ) まで運行いたします。
三芳町のみらい君、のぞみちゃんも 2 号車に、また、
中吊りでも三芳町の PR をさせていただきます。是非
ご覧ください。

①国土交通大臣要望書提出（５月 2 １日）


